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～前回の例会～ 
 

本日の例会 

第19回国際小児脳腫瘍 シンポジウム
（ISPNO2020)会長 

国立がん研究センター研究所 
  脳腫瘍連携研究分野 分野長 

市村幸一先生 
『がんゲノム医療と脳腫瘍』 
ご紹介者：松井秀文会員 

アンビシオテクノロジー（株） 
代表取締役 宇野 貞禎 氏  

『AIの現状 ー 何ができるのか』 
ご紹介者：山口伸人会員 

【事例2.医療画像読影自動診断システム】 
ある患者の胸部レントゲン写真から「これは何
らかの病変を示しているのか」を診断した例で
す。診断者が人間の場合、診断は臨床医が過去
の経験等からおこないます。撮影から診断まで
にはタイムラグが発生し、適時適切ではありま
せん。また、診断そのものが担当臨床医の経験
におおきく依存するため、病変を見落とすリス
クも生じます。診断者がAIの場合を見てみます。
レントゲンの撮影後、AIは蓄積された膨大な
データを基にシステム解析し、病変の有無や可
能性を瞬時に算出します。このことが示してい
るのは治療開始時期の早期化、見落としのリス
クの軽減です。実際に乳がんを対象とした129
枚の画像診断では、医師11名が平均して数時間
かけたものをAIは数秒でおこないました。 
 
【事例3.消費者の行動分析】 
文房具店にて「新商品を店のどこに陳列すべき
か」を決める際の人間とAIの決定プロセスにつ
いて考えます。まず人間の場合、新商品陳列の
場所は社員の感覚に委ねられることが多いです。
これをAIに任せた場合、まずAIは防犯カメラと
連動して顧客の動線を常にトレースしており、
同時に来客者の年齢や性別を判別しています。
それにより客層や各人の動線を把握しており、
より実態に即した、より正確な商品配置が可能
となります。 
 
【事例4.自動会話プログラム】 
「お客様相談室（いわゆるコールセンター）へ
の問い合わせをどこまでヒトが対応すべきか」
という問題です。その性質上、お客様相談室が
本来対応すべきはクレーム等、複雑な問い合わ
せのみでいいのでは無いでしょうか。仮にコー
ルセンター業務をAIに任せてみるとします。AI
は相手の様々な表現のゆらぎに対応し、問い合
わせに自動返信してくれます。これは業務の効
率化や差別化に繋げることができますし、問い
合わせ内容もデータとして蓄積されるので製品
やサービスの向上にも役立ちます。AIを導入す
ることによって、人間は人間にしかできない仕
事に注力することができます。 
 

本日は「AIに何ができるのか」について４つ
の事例を用いてお話させていただきます。 
【事例1. 製品の外観検査】 
自動車のタイヤメーカーが「このタイヤが使
えるのかどうか」を判断する際の人間とAIそ
れぞれの場合について検証しました。人間は
判断基準をマニュアルや過去の事例、あるい
は責任者に委ねます。いっぽうでAIは画像や
動画で対象となる製品を撮影し、過去のデー
タ等を基に状態を瞬時に判断します。前者で
はその判断が属人的であるため、社内規定に
抵触する製品を販売してしまうリスクが残り
ます。また、従業員が確認作業に費やしたコ
スト（時間等）も可視化が難しいです。いっ
ぽう後者は社内規定に則った欠陥品の廃棄が
可能となり、訴訟リスクの回避にもなります。
また、人件費や作業負荷の軽減にもなります。  
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天野聖造  鞍掛会長の今後、何かしらの親睦の催 

                しを検討したいとの意思を支持致しま 

                す。  

柴 孝也  釜石ラグビー場りっぱに完成し、対 

                フィジー戦、面白かったです。  

      

第 1582 回 例 会 報 告 
 
■ 7月30日 例会プログラム 
1. 点鐘  
2. ロータリーソング「日も風も星も」 
    本日の歌「鉄道唱歌～東海道編～65番 」 
3. 会長報告 
4.委員会報告 
5. 卓話 
6. 点鐘  
 
■ 出席報告 
7月30日 出席者 37名  ビジター2名 出席率 59％ 
7月 23日 出席者 37名  メーキャップ 11名  計48名 
     会員数64名 出席対象者62名 修正出席率 76％ 
 
■ ビジター（敬称略） 
三野 哲治（神戸東） 
里内 俊夫（東京山の手）  
 
○ 会長報告 
・夏なのに寒い日が続き、今週に入って東京   
 もやっと梅雨明けしました。しかしまだま 
 だ湿気が多く過ごしにくいですね。 
・先週おこなわれた千代田グループ協議会で 
 「インターシティー・ミーティング」が議 
 題に上がりました。入会年次の浅い会員向 
 けのもので、吉田地区ガバナー肝いりの企 
 画です。 
 
○ 委員会報告（田中親睦委員長） 
・職業奉仕委員会と合同で実施するファナッ
ク工場見学＆ぶどう狩りの企画のご案内を
「秋のバスツアー」として、本日皆様にその
チラシを配らせていただきました。 
 
○ 幹事報告 
・次週8月6日（火）の例会会場は「5Fラ・ 
 ローズⅠ」です。お間違えの無いようお願 
 い申し上げます。 8月13日(火) 夏休み休会 

8月20日(火)   東京都 建設局 橋梁部  紅林 章央 氏 
                    『東京の橋百選のうち隅田川の橋』 
                      ご紹介者：岡田 髙治 会員 
8月27日(火) 伊藤 瞳 会員ご紹介  
 

今後の例会予定 

～配布されたチラシ～ 


